
スポーツ改革がこれからの日本を変える

Innovation in the sports industry transforms
the future of Japan
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　倉庫からオフィスへと用途変更することで、既存の倉庫建築のもつメリットを最大
化し、新しい価値として再生しました。倉庫特有の天井高やワンプレートの大きさは、
既成概念にとらわれない新たなオフィスを模索するための自由度をもたらします。
　外観は、倉庫街からウォーターフロントの地域景観に調和するためにリニューアル
を行い、将来オリンピック施設が点在する江東区において、スポーツ活性化の軸とな
るセントラルステーションとしての役割を担います。
　さらにスポーツブランドのヘッドクォーターとしての必要な機能が全てつまった本
施設は、スポーツによるまちづくりのコアとなります。

　従来の縦割り組織の軛を解き放ち、縦横のつながりを生み出す『Proactive Matrix』という概
念。　その働き方を実現するために、プロジェクト単位で執務デスクとは別のワークスペースを準
備しました。その場所をストリート沿いにボックス空間として配列することで、ストリートからプロ
ジェクトの進捗は一目瞭然となります。このしかけにより、有機的なコミュニケーションによる機
動性が向上するとともに、クリエイティブなオフィス環境を創出します。

Box Street
多機能打合せスペース

プロジェクト毎の有機的なコミュニケーションを可能にするしかけ

効率的な働き方の最大化 =ワークライフインテグレーション

倉庫の空間特性を活かした自由度の高いオフィス
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ビジョンをつくり、プロジェクトを推進するドームの本拠地スポーツは日本にとって注目すべき新たな成長産業

ドームとプランテックが生み出すシナジー

　スポーツ産業の過去 20 年の動向を日米の市場規模で比較すると、
1995 年米国のスポーツ産業規模は約 18.2 兆円、日本は約 5.7 兆円で
した。ところがその後、米国のスポーツ産業は急速に拡大し2010 年には
50 兆円に迫りました。その後自動車産業の規模を上回り、現在は 60 兆
円に達し、20 年間で3 倍に成長しました。
一方日本は 5 兆円から横ばい縮小傾向にあり、この20 年で 12 倍もの
差がついてしまいました。

成長を続けるアメリカ、停滞する日本

　スポーツ産業は「スポーツサービス情報産業」「スポーツ施設空間産
業」「スポーツ用品産業」の３つから構成されています。
　1990 年には３つの産業が互いに独立していましたが、現在は３つの産
業が融合化し、ハイブリッド産業が生まれており、さらに「医療」「観光」
「ファッション」などの異種産業がスポーツ産業と融合し、複合化が進ん
でいます。

ドームでは、どこでも誰でもいつでも同じ情報に触れられ、同じ情報を協同で更新
することが可能となるよう、縦割りの組織にユニットとプロジェクトという横串を
通す仕組みを加えて、マトリックス型の組織運営をしています。この経営方針に基
づいて、皆が働けるように機能的で魅力あるオフィス空間を実現しました。

スポーツは注目すべき産業

　私たちプランテックグループは株式会社ドームが標榜する「スポーツを通
じて社会を豊かにする」という理念に強く共感し、その実現のためパートナ
ーとして、グループの総力を結集してソリューションを提供するとともに、そ
の価値を最大化することを目指してさまざまなプロジェクトの実現に取り
組んでいます。
　今回のニュースレターでは、ドームとプランテックで協業している５つのプ
ロジェクトについてご紹介します。

株式会社ドーム
代表取締役 CEO　安田 秀一

　このままでは日本のスポーツは世界から取り残されていく、何とかしたいという思いを実現するためにドームは設立され
ました。考え方を変えれば、日本にはスポーツが巨大な成長産業となる大きな可能性が秘められているということです。
　ドームの理念である「スポーツを通じて社会を豊かにする」というミッションを実現するためには、日本のスポーツの産業
化が不可欠です。ドームは現在個別の事業やアセットを活用しながら、さまざまなプロジェクトを進めています。いずれのプ
ロジェクトも経済、教育、健康というスポーツの本質的な価値を引き出し、全てが有機的に連鎖し、日本のスポーツ界に世界
基準のイノベーションをもたらすことを目指しています。
　スポーツが日本を変えていく、スポーツが社会を豊かにする。果てなき理想を胸にドームは戦い続けます。

「スポーツを通じて社会を豊かにする」
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医療
・フィットネスクラブ
・レッスンビジネス
・施設運営ビジネス
・人材派遣ビジネス
・権利ビジネス

スポーツ施設
空間マネジメント産業

・スポーツ観光
・プロスポーツ
・権利ビジネス

スポーツハイブリッド産業
健康

ファッション

観光

食

・小売業のチェーン化による
   多店舗展開
・スポーツ用品製造小売業
・製造業のオンライン販売
・権利ビジネス

スポーツ関連 流通産業

＜スポーツ産業を構成する要素と関連マーケット＞

アミューズメント

＜各プロジェクトを同じベクトルですすめる有明 HQの体制＞

プロジェクトのためのボックス空間とストリート

改革が行われ
プロフィットセンターへと変貌

スタジアム/
アリーナ 商業メディア 女性

スポーツ

ドームが日本で取り組む改革

リーグ/
団体 学校

日本では、スポーツは産業ではなく教育政策の一環として捉えられ「ス
ポーツは神聖なもの、お金を儲けてはならない」という考えが根底にあ
ります。そのため、スポーツは文化活動という観点から少しぐらい税金
を投入してもよく、コストセンターでも構わないという感覚があります。

改革が行われず
コストセンターのまま

コストセンターから
プロフィットセンターへ

日本は「スポーツ産業化」という明確なビジョンを持ち、
「スポーツの本質的な価値」を

連鎖的に引き出し最大化するための改革が必要

日本はスポーツの本質的な価値に気づくべき

■所在地：東京都江東区
■規模：地上 5 階
■構造：SRC, S 造

■敷地面積：12,830.00 ㎡
■建築面積 ( 改修部 )：7,845.30 ㎡
■延床面積 ( 改修部 )：15,419.36 ㎡

■設計監理：プランテック総合計画事務所
■ICT システム：クオリクス

■3次元オフィスコミュニケーション
　広い執務エリアを縦横に繋ぐためのしかけ

縦型の組織 横軸コミュニケーション プロジェクトごとの有機的なつながり

＜BEFORE＞ ＜AFTER＞

ドーム有明ヘッドクォーター
強い組織づくりと働き方改革を実現するオフィスに必要な空間としかけづくり

DNS Cafe
社員食堂

Dock
社内仮眠スペース

Dome Museum
コミュニケーションスペース

Room
社内美容室

　24 時間、365日、ベッドのなかでも、執務空間でも、リ
チャージ空間でも、どこででも執務ができる環境とし
て、Combat（仕事は戦いである）でありResort（戦うに
は静養が不可欠）となりえる「働き方」「働く場」を追求し
ました。
　機動性と柔軟性を備えたワークライフインテグレーシ
ョンの実現を図りました。

一般的な組織運営 ドームが目指す組織運営

プロアクティブ・マトリックス

コンバット＆リゾート

コンバージョンという選択

PROJECT

産業化

内需拡大

教育健康

米国は 1995 年頃までは日本と大して変わらない状況でしたが、スポ
ーツ産業を有望産業と捉え、官民が連携しスポーツの産業化に取り組
みました。この改革は次の５つに集約されます。

これらの絶え間ない努力により、スポーツ産業
をプロフィットセンターへと変貌させ、米国に
スポーツカルチャーを根付かせました。

１ スタジアム／アリーナ改革
　カスタマーエクスペリエンス最大化を目指して、徹底したホスピタリティーを
　追求しています。

２ リーグ／団体改革
　ガバナンスが効く組織変革を行い、収益を生む仕組みを作り上げています。

３ メディア改革
　スポーツというコンテンツの価値を顕在化させ、メディアの価値を高めています。

４ 大学改革
　スポーツを大学の玄関としアカデミックな分野を含めた大学全体の
　レベルを上げています。

５ 女性スポーツ改革
　タイトルⅨという法律によって、女性のスポーツ参加率を
　高めています。
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2. スポーツリーグ／団体 スポーツが地域を活性化してまちを成長させる！

1. スタジアム／アリーナ 成功の鍵は「カスタマーエクスペリエンスの最大化」！

クラブハウスアカデミー

１．人材育成
将来いわきを成長させる人材教育

２．地域の活性化
いわき市民が誇れる強いチーム

３．利益の創出
人を呼ぶ・人が集まる・賑わいの創出

強いチームをつくるための機能的なサッカーを通じて子供達を教育する 地域を活性化させ、収益を生む

エンターテインメント

アンダーアーマーショップ

アカデミールーム

アカデミーロッカールーム

フィールドと一体感のある飲食店選手ロッカールーム

選手スパイクルーム 選手トレーニングジムアカデミーオフィス ドームアスリートハウス

施設のブランド力によって大きな収益をあげている

スポーツ施設で地域活性化を目指すプロジェクト第一弾

■いわき FC パークが担う「まちを成長させる」３つのしかけ

世界に羽ばたく人材を輩出するためのアカデミ
ー機能。身体と技術、優れたコミュニケーション
能力を持つアスリートを育てるためのプログラム
を提供しています。サッカーだけでなく『語学』
『フィジカル』『栄養』『睡眠』をしっかりと学ぶこと
ができます。

いわき FC チームメンバーが使用するクラブハウ
ス機能。強いチームをつくるためのあらゆるファ
シリティを備えています。試合や練習の時には選
手は円陣を組むかのように求心性を持つロッカ
ールームで団結を高めて、気持ちを高めながらブ
リッジを渡り、フィールドへ移動します。

商業機能が加わることで、さまざまな機会やイベント
を生み出し、カスタマーエクスペリエンスを高めます。
選手の声や躍動感を得ながら賑やかに食事をするこ
とはエキサイティングな体験です。地元の人々に愛さ
れるこの施設では、試合のない日でも人が集い賑わ
っており、地域に利益と活力をもたらします。

スポーツ施設 商業

ドームとプランテックが考えるスポーツを成長産業にする５つのストーリー

　米国では1995 年頃までは郊外型が主流でしたが、1995 年以降にス
タジアムの老朽化、地域経済の悪化が起こったことへの対応策として、自
治体と民間が連携し都市の中心部にホテルや商業施設を併設した複合
型のスタジアムやアリーナをつくり、利益を生み出すプロフィットセンタ
ーへと変化しました。

　これからの日本のスタジアム / アリーナ施設に求められるものは３つ
あります。１つめはカスタマーエクスペリエンスの最大化です。ワクワクド
キドキする座席計画やピッチとの距離感、統一感のある施設コンセプト、
円滑な移動ができる動線の確保など要素はさまざまです。２つめはスポ
ーツ観戦以外にも利用できる空間があることです。イベント、コンサー
ト、コンベンションなど多様な利用シーンが想定できます。３つめは収益
施設の確保です。屋根下の空間を最大限に利用し、飲食、物販、VIP 施設
を充実させ、多くの人を呼び込み、お客様が楽しみお金を使って遊べる商
業空間を創出します。

　都市型スタジアム / アリーナは、集客装置としてまちづくり
の中核となることが期待されています。民間活力を導入し交通
アクセスのよいまちの中心部に立地し、集客機能（コンベンシ
ョンセンター・文化ホール）や商業などと複合した機能を持つ
ことで、周辺エリアの既存施設との連携が生まれ、まちの発展
に寄与する波及効果を生み出します。
　身近なスポーツチームの存在やスポーツ機会が増加するこ
とにより地域への愛着が熟成され、スタジアム / アリーナが
地域のシンボルとなることで地域の魅力を高めます。
　マディソン・スクエア・ガーデンはニューヨークのペンステ
ーションの直上にある都市型アリーナで、その立地の良さから
年間多くのスポーツイベント、コンサートが開催されています。
映画館、劇場、会議場も併設され、マンハッタンのランドマーク
のひとつとして人が集い、国内外からの集客を誘発し、まちづ
くりの中核となり地域雇用にも貢献しています。

アメリカにおけるスポーツファシリティの発展

スタジアム／アリーナの明暗を分けるブランド力

日本のスタジアム／アリーナに求められるのは「滞在型エンターテインメント」

都市型アリーナを中心としたまちの機能連携と発展

■所在地：福島県いわき市
■規模・構造：地上３階・S 造
■敷地面積：29,643.81㎡
■延床面積：4,382.59 ㎡

■設計監理：プランテック総合計画事務所
■施工：アセット・ファシリティーズ
■ICT システム：クオリクス

3. まちづくり 日本のまちづくりの中核となるスポーツ複合施設！

42％がゲート収入。日本で最大クラスのゲート収
入をあげているスタジアムであるが赤字経営。

日本はゲートフィーが主要収入
収支差：ー１億円

■埼玉スタジアム収益構造■
収容人数：63,700人

48％がゲート収入。ホテル、カジノ、カンファレン
スルームなど複合施設にすることで収入が安定。

複合施設にすることで施設収入を安定
収支差：＋１２億円

■Ricoh Arena（英国）収益構造■
収容人数：32,500人

※グラフ内の数字は収入の比率

24%がVIP施設収入、ネーミングライツ、スポンサー
等施設ブランド力による収入が 48% を占める。

施設力による収入が大きい
収支差：＋５０億円

■Barclays Center（米国）収益構造■
収容人数：18,103人

プレミアムシートVIPエントランス

いわきFC パーク
 「いわきを東北一の都市にする」ための商業複合型のサッカークラブハウス

日本初の滞在型エンターテインメントスポーツ施設が実現
PROJECT

『スポーツを通していわき市を東北一の都市にする』というビジョンを掲げるいわき FC のホームグ
ラウンドとして誕生したクラブハウス。
元々はオフィスであった建物に増築・改修を施して、単なる選手の活動拠点に留まらず、アンダーア
ーマー直営店、飲食店舗など個性豊かな商業機能を併設した日本初の商業施設複合型クラブハウ
スです。多くの一般の人にも利用してもらい、収益を得ながら「チーム強化」「地域振興」を図ること
で、いわき市のブランド価値向上につなげていくまちの拠点です。

20倍4倍

　施設の収益構造を比較してみると、日本は自治体が所有し、指定管理者の運営によりホームチームから賃貸料を得ています。
　一方、海外ではホームチームがスタジアム / アリーナを直接運営している事例が多く、カスタマーエクスペリエンスを最大化するために施設を改修する
などフレキシブルに施設を運営することができ、大きな収益をあげています。

Madison Square Garden

いわき FC のビジョンを
実現するために必要な３つの柱

埼玉スタジアムの 埼玉スタジアムの

3 4

都市型モデルによる
まちづくり<　　　　  > 都市型アリーナの

成功事例<　　　　 >

<　　　　           >

日本のスタジアムやアリーナは、国体開催などの目的で自治体が整備し
た運動公園型が多く、交通アクセスが悪い場所にあります。スポーツ以外
に提供するコンテンツがなく、利用率が低いため赤字経営の施設が多く、
ランニングコストに公的資金が投入されコストセンター化しています。

Madison Square Garden



　クラブハウスのインテリアリニューアルプロジェクト。
　学生に満足してもらえる環境づくりを目指して、スクール
ブランディングの構築に寄与できるデザインを行っていま
す。またブランディングに必要とされる３つの要素、「ワクワ
ク・ドキドキ」でき、「機能性」が高く、「清潔感」のある空間と
しています。

PROJECT

PROJECT

野球を中心に子どもを育てる場

売店バッティングセンター

野球を通じて子どもたちが成長するスポーツ施設へ

ファストファッション店ではできない
新しい商業施設のカタチ

野球の音がする商空間

＜日米のカレッジスポーツへの取り組みの違い＞

夢あふれる子どもたちの未来を育む複合施設
アンダーアーマーベースボールハウス川崎

スクールブランディングへの第一歩
法政大学アメリカンフットボール部クラブハウス

スポーツを軸に構築する新スクールブランドが活気をもたらす！4． 学校

スポーツと商業の融合が新しいおどろきの商空間に！5． 商業

カレッジスポーツにおける環境とブランディングの重要性

■設計監理：プランテック総合計画事務所
■施工：アセット・ファシリティーズ

■所在地 : 神奈川県川崎市
■規模・構造 : 地上２階・S 造
■敷地面積 :1,173.33m²
■建築面積 : 311.43m²
■延床面積 : 606.33m²
■設計監理：プランテック総合計画事務所

元プロ野球選手が教えてくれる
第 2の学校

野球がどんどん好きになる
ワクワクする商空間

　米国において、「スポーツは大学の玄関である」と言わ
れており、大学に AD（大学体育局）を設立することで各
部を統制しています。スポーツを通じたスクールブラン
ディングとして部のユニホーム、カラー、ロゴを統一する
などの取り組みを行い、教育環境を整備することで、学
生を集め強いチームを生み、次の収益につなげます。
　日本でも、各大学が意思を持って大学スポーツへの改
革を起こしていく必要があります。

　バッティングセンターのリニューアルをきっかけに、「教育」
や「商業」の要素を取り入れたプロジェクト。
　野球を通じて子どもたちが成長できる総合施設を目指し
ています。子どもたちが放課後に集うこの場所は、大人と子
どもが交わる「教育の場」であり、エキサイティングな「おど
ろきの商空間」でもあります。

+ RetailAcademy
規格外の選手を育てるアカデミー 商業施設

学生をカスタマーと位置づけた
学校のスポーツ環境整備が必要

スクールブランディングによって
学校の価値を高め収益を上げる

Cycle整備による
ブランド価値向上

収益による投資

学生をカスタマーと捉えた
スポーツ環境改善

ブランディング運営組織

施設を複合的に整備投資

施設整備への投資が最小限

スクールブランドを統一AD が各部を統制

各部が独立して運営 チームカラーがバラバラ

キャンパスデザイン

アメフト部

サッカー部

ラグビー部

バスケ部

野球部

陸上部
テニス部

理事会
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5

ドームとプランテックが考えるスポーツを成長産業にする５つのストーリー


